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９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
21
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
国
保
・
介
護
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
認
定
６
件
と
議
案

７
件
、
発
議
２
件
を
全
会
一
致
、
一
部
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

民生費 町民のみなさんの一定水準の生活と安定した社会
生活を保障するのに必要な経費です。 26億7557万  377円

教育費 教育全般の管理事務・学校教育・社会教育・社会
体育などに係る経費です。 13億4030万3085円

総務費 全般的な管理事務、庁舎管理、徴税、戸籍、選挙
費用などです。 9億7008万6846円

土木費
町民のみなさんが使う道路・公園などの建設や維
持管理、都市計画に係る経費です。下水道事業特
別会計への支出も含まれます。

7億8315万5399円

衛生費 健康で衛生的な生活環境を保持するための経費で
す。予防接種、ごみ処理などの費用です。 6億7387万6231円

公債費 借りたお金の返済金（元金と利子）です。 5億  368万5836円

消防費 消防や災害対策などの経費です。 3億9085万6392円

農林水
産業費 農林水産業の振興に係る経費です。 1億7699万  855円

議会費 議会活動に必要な経費です。 1億2273万4134円

商工費 商工業の振興、観光などに係る経費です。 1452万5810円

労働費 労働福祉の事業に必要な経費です。 666万5974円

認
定
認
定

　「まちの形を変える」「人に優しい地域をつくる」「未来へ投資する」の３本柱
を基本に事業計画された平成28年度一般会計の決算額は、財政調整基金（貯金）の
取り崩しを含め、預かったお金の総額は80億2599万43円、使ったお金の総額は76
億5845万939円でした。

ど
う
ど
う
使
わ
れ
た

使
わ
れ
た

  

み
ん
な
の

み
ん
な
の
お
金
お
金

一
般
会
計　

決
算
状
況

一
般
会
計　

決
算
状
況

公債費
 6.6%

消防費
 5.1％

農林水産業費
2.3％

議会費 1.6% 商工費 0.2%
労働費 0.1%

民生費
34.9％

教育費
17.5％

総務費
12.7％

土木費
10.2％

衛生費
 8.8％

2
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一
般
会
計　

決
算
状
況

一
般
会
計　

決
算
状
況

3

塵
じんかい

芥処理経費
各家庭から排出されるごみの回収を計画的に
実施しました。ごみ総量は過去10年で最少
となりました。

主
な 

使
い
み
ち

防災・安全交付金事業
国の補助事業で、交通量が多く舗装の損傷
が激しい町道の補修や橋の長寿命化工事を
しました。

小学校施設設備費
笹尾西小学校のグラウンド改修工事や神
田・笹尾東小学校トイレ改修工事など、
学習環境の向上を図りました。

ひばりホール改修工事
耐用年数が経過した舞台などの照明設備の取り替えや音
響設備改修をしました。

消
防
施
設
経
費

老
朽
化
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
操
作
卓
を
デ

ジ
タ
ル
方
式
に
更
新
す
る
工
事
や
消
防
水
利
の

維
持
管
理
に
使
い
ま
し
た
。

３億9131万1421円３億9131万1421円 １億3502万7000円１億3502万7000円

4691万5200円4691万5200円

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

主
な
反
対
理
由
は
、
地
方
交

付
税
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
が
導
入
さ
れ
、
７
７
０
万
円

の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

元
気
老
人
サ
ロ
ン
事
業
は
、

地
域
に
は
必
要
な
支
援
で
継

続
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
保
育

士
は
若
い
方
の
採
用
で
正
規

職
員
を
増
や
す
べ
き
で
す
。

　

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被

害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に
、

以
前
の
鳥
獣
対
策
費
の
復
活

を
求
め
て
反
対
討
論
と
し
ま

す
。 

賛
成
討
論
（
山
崎
議
員
）

　

町
民
税
収
入
の
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
財
政
力
指

数
、
実
質
公
債
費
比
率
か
ら
見

る
と
健
全
な
財
政
が
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
執
行
部

か
ら
各
事
業
の
説
明
を
受
け
、

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
と
事
務
事
業

を
見
直
し
、
経
費
を
削
減
し

た
上
で
、
地
域
課
題
解
決
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
町
民

に
有
益
で
あ
っ
た
と
認
め
ま

す
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

3144万7578円3144万7578円

3248万5056円3248万5056円
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平成28年度特別会計・企業会計決算の状況は平成28年度特別会計・企業会計決算の状況は
国民健康保険

予算現額は34億2159万７千円で、収入済額は35億516万8434円（前年度比
4.8％増）、支出済額は32億6504万6724円（前年度比4.4％増）となりました。
全会一致で認定しました。

後期高齢者医療
予算現額は２億5868万８千円で、収入済額は２億5633万4652円（前年度比
12.4％増）、支出済額は２億5569万8291円（前年度比12.4％増）となりまし
た。
賛成多数で認定しました。

介　護　保　険
予算現額は17億784万４千円で、収入済額は16億3819万7668円（前年度比
1.9％増）で、支出済額は14億3370万6740円（前年度比△3.6％減）となりまし
た。
賛成多数で認定しました。

下 水 道 事 業
予算現額は９億4597万７千円で、収入済額は９億6733万7692円（前年度比
11.2％増）、支出済額は８億8908万6270円（前年度比9.3％増）となりました。
全会一致で認定しました。

上 水 道 事 業
給水状況は、年間配水量314万1449立方メートルで、年間有収率は90.8％にな
りました。収益的収支決算では4158万1492円の利益がありました。
全会一致で認定しました。

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

保
険
料
が
６
・
13
％
引
き

上
げ
ら
れ
、
均
等
割
り
は
８

年
間
で
７
千
円
ア
ッ
プ
と
な

り
ま
し
た
。

　

軽
減
対
象
者
は
被
保
険
者

の
約
50
％
で
す
。
年
金
を
頼

り
に
す
る
高
齢
者
に
と
っ
て

は
軽
減
さ
れ
て
も
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
の
で
反
対
し

ま
す
。

賛
成
討
論
（
石
垣
議
員
）

　

三
重
県
内
全
て
の
市
町
が

加
入
す
る
「
三
重
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
の

連
携
を
基
に
、
適
切
な
財
政

運
営
や
事
業
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
大
崎
議
員
）

　

医
療
介
護
総
合
確
保
推
進

法
の
改
悪
で
、新
総
合
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
保
険
料
は

低
所
得
者
軽
減
措
置
は
あ
り

ま
す
が
滞
納
額
は
増
え
て
い

ま
す
。

　

低
所
得
者
へ
の
減
免
制
度

を
求
め
て
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
石
垣
議
員
）

　

介
護
予
防
事
業
が
適
切
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
を
必
要
と
す

る
人
が
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
地
域
で
営
む
こ
と
が
で

き
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る

た
め
、
賛
成
し
ま
す
。

特
別
会
計　

決
算
状
況

特
別
会
計　

決
算
状
況

4
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一般会計一般会計
補正予算補正予算

東
員
駅
周
辺
の
発
展
の
た
め
市
街
化
編
入
計
画
を
策
定

東
員
駅
周
辺
の
発
展
の
た
め
市
街
化
編
入
計
画
を
策
定

　既定予算に歳入歳出それぞれ1906万7千円を増額補正し、予算総額は
76億7542万7千円になりました。

東
員
駅
周
辺
の
発
展
を
図
る
た
め
、
住
居
系
を

中
心
と
し
た
市
街
地
形
成
に
向
け
た
市
街
化
編

入
計
画
を
策
定
す
る
業
務
委
託
で
す
。

オレンジバスの利便性を向上するため県の交通見える化活用モデル事業を活用し、乗降
者数の「見える化」のシステム構築費用と使用料などの経費です。これに伴い、バスの
乗降・利用者ヒアリング調査の費用は減額となります。

安全に体育施設を使用できるように城山テ
ニスコート、町民プール流水ポンプなどの
修繕費用です。

墓地区画返還者が想定以上に増加したため
の墓地公園永代使用料還付金です。

都市計画経費都市計画経費

コミュニティバス事業費コミュニティバス事業費

体育振興経費体育振興経費 墓地公園管理運営経費墓地公園管理運営経費

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

5

863万円863万円

88万8千円88万8千円

143万9千円143万9千円
116万4千円116万4千円
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歳
出
で
は
平
成
28
年
度
療
養

給
付
費
交
付
金
の
精
算
に
伴
う

還
付
金
を
支
払
う
た
め
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
８
０
万
７
千

円
を
増
額
補
正
し
、
予
算
総
額

は
32
億
９
３
５
０
万
７
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
平
成
28
年
度
支
払

基
金
交
付
金
の
内
、
介
護
給
付

費
交
付
金
の
精
算
に
伴
う
返
還

金
を
、
歳
入
で
は
支
払
基
金
交

付
金
の
内
、
地
域
支
援
事
業
交

付
金
の
精
算
に
伴
う
追
加
交
付

金
な
ど
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ

17
万
９
千
円
を
増
額
補
正
し
、

予
算
総
額
は
18
億
８
９
２
７
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

　
障
害
福
祉
事
業
の
具
体
的

な
就
労
支
援
の
成
果
を
伺
い
ま

す
。 

　
就
労
の
理
解
を
得
る
た
め

会
社
訪
問
や
説
明
会
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
就
労
実
績
は
昨

年
度
よ
り
も
上
回
り
ま
し
た
。

　
法
人
町
民
税
が
減
収
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
で
す
か
。 

　
一
部
の
企
業
で
円
高
差
益

な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
収
益
が

上
が
り
ま
し
た
が
、
平
成
28
年

度
は
従
前
の
税
収
に
戻
り
ま
し

た
。
過
去
の
よ
う
な
増
収
は
見

込
め
ま
せ
ん
。 

　
観
光
協
会
の
現
状
と
見
通

し
を
伺
い
ま
す
。 

　
観
光
協
会
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
組
織
の
高
齢
化
な
ど
が

原
因
で
休
眠
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
再
興
し
て
ほ
し

い
で
す
が
、
総
会
も
開
け
な
い

状
況
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
東
員
町
の
高
齢
化
率
は

27
・
７
％
と
か
な
り
高
い
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
か
。 

　
毎
年
１
ポ
イ
ン
ト
増
え
、

予
測
と
し
て
は
平
成
32
年
ご
ろ

に
は
約
33
％
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

自
治
会
集
会
所
整
備
補
助

金
に
、
今
回
の
測
量
設
計
委
託

料
は
含
ま
れ
る
の
で
す
か
。 

　
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
用
地
の

整
備
ま
で
は
、
町
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

決
算
認
定

決
算
認
定

補
正
予
算

補
正
予
算

委員会での主な質疑コーナー委員会での主な質疑コーナー

特
別
会
計
補
正
予
算
／
委
員
会
の
主
な
質
疑

特
別
会
計
補
正
予
算
／
委
員
会
の
主
な
質
疑

息
の
そ
ろ
っ
た
エ
イ
サ
ー

田園に広がる蕎
そ ば

麦の花

6
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国に意見書を提出しました国に意見書を提出しました
　9月定例会に総務建設常任委員会と議員から意見書（案）が提出され、全会一致で可決し下記
の意見書を提出しました。

　

現
在
、
地
方
道
路
の
整
備
に

対
し
て
は
「
道
路
整
備
事
業
に

係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ

り
、
補
助
率
の
か
さ
上
げ
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
法
律
の
規
定

に
よ
る
か
さ
上
げ
措
置
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま

で
の
時
限
措
置
で
、
本
年
度
末

で
失
効
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
補
助
率
の
か
さ
上
げ
措

置
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
地
方
自

治
体
の
道
路
整
備
に
係
る
財
源

が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
必
要

な
道
路
整
備
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
補
助
率
の
か
さ
上
げ
措
置
が
、

平
成
30
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ

る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

（
提
出
者
・
総
務
建
設
常
任
委
員
会
）

　
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
に
は
、

何
よ
り
も
「
た
ば
こ
の
煙
」
が

深
刻
な
健
康
被
害
を
招
く
こ
と

を
、
国
民
に
啓
発
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

国
民
の
健
康
を
最
優
先
に
考

え
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
罰
則

付
き
規
制
を
図
る
健
康
増
進
法

の
早
急
な
改
正
を
強
く
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
（
提
出
者
・
川
瀬
孝
代
議
員
）

道
路
整
備
に
係
る
補
助
率
等
の

か
さ
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
進
め
る

た
め
に
健
康
増
進
法
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書

監査委員の決算審査意見監査委員の決算審査意見
◎平成28年度の一般会計における決算額は、歳入80億2599万円、歳出76億5845万1千円
で、前年度と比較すると歳入で4.9％の減額、歳出で3.7％の減額の決算となり、予算現額
80億3676万6千円に対する執行率は、歳入で99.9％、歳出で95.3％となった。

◎財政力を評価する財政力指数は0.823で前年度より0.028ポイントの増となった。財政構造
の弾力性を示す経常収支比率は89.9％で前年度より4.8ポイントの増となり、財政構造の硬
直化が進む結果となった。

◎公債費の一般財源にしめる割合を示す実質公債費率は、3.9％で前年度より0.7％低くなっ
ており、警戒ラインである15％を大きく下回っている。

◎これまで行財政改革、事務事業の見直しなど、経費の削減に取り組んでいるが、今後におい
ても事務事業の執行にあたっては、効果的な予算執行に努められたい。

　今後の社会経済情勢の変化を的確に把握する中で、事務事業評価による事務の見直しや効率
的な歳出の削減、地域資源の活用を図り、健全な財政を維持しつつ、町民の満足度を高め
る施策を展開されることを切に望むものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（決算審査意見書から抜粋）

東員町の風物詩コスモス畑

意
見
書
の
提
出
／
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

意
見
書
の
提
出
／
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
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各議員の賛否各議員の賛否
平成 29年第 3回（9月）定例会平成 29年第 3回（9月）定例会

議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対。

審
議
結
果

議員名

議案名

大 

谷 
勝 
治

片 
松 
雅 

弘

三  
林    

浩

石 

垣 

智 

矢

山
崎
ま
ゆ
み

近 

藤 

敏 

彦

島 

田 

正 

彦

南  

部   

豊

水 

谷 

喜 

和

鷲 

田 

昭 

男

川 

瀬 

孝 

代

三 

宅 

耕 

三

山
本
陽
一
郎

大 

崎 

潤 

子

可決 教育委員会の委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 東員町庁舎２階空調設備等改修工事請負契約の締
結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成 28年度東員町水道事業会計未処分利益剰余
金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 東員町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進
委員の定数を定める条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

認定 平成28年度東員町一般会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

認定 平成 28年度東員町国民健康保険特別会計決算認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

認定 平成 28年度東員町後期高齢者医療特別会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

認定 平成 28年度東員町介護保険特別会計決算認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

認定 平成 28年度東員町下水道事業特別会計決算認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

認定 平成 28年度東員町水道事業会計決算認定につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成29年度東員町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成 29年度東員町国民健康保険特別会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 平成29年度東員町介護保険特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 道路整備に係る補助率等のかさ上げ措置の継続を
求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

可決 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改
正を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議
員
の
賛
否

議
員
の
賛
否
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１．片松　雅弘………………………………………………… 10
　　１．全員参加型のまちづくりについて
　　２．交通事故防止について

２．南部　　豊………………………………………………… 11
　　１．光冷暖システム導入について
　　２．東員町の将来展望について

３．大崎　潤子………………………………………………… 12
　　１．国保について
　　２．子ども医療費助成について
　　３．農業について
　　４．水道問題について

４．山本陽一郎………………………………………………… 13
　　１．行政について

５．川瀬　孝代………………………………………………… 14
　　１．がん予防について
　　２．就学援助の対応について
　　３．災害対策について

６．水谷　喜和………………………………………………… 15
　　１．町有地の雑草対策について

７．山崎まゆみ………………………………………………… 16
　　１．「東員町まち・ひと・しごと創生総合戦略」について
　　２．地方創生加速化交付金を活用した事業について

８．大谷　勝治………………………………………………… 17
　　１．歩道整備について
　　２．道路の維持管理について
　　３．災害時の避難所体育館のトイレについて

９．近藤　敏彦………………………………………………… 18
　　１．情報伝達の方法と重要性について
　　２．行政の事務の効率化について

10．三林　　浩………………………………………………… 19
　　１．火災について
　　２．歩道整備について

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　一般質問とは、町行財政全
般について、町長の考えや疑
問点を質

ただ

す政策論議のことを
いい、定例会のみ行われます。

　今定例会では、10人の議
員が一般質問を行いました。　

原稿は質問者が作成したものを掲載しています。
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単
位
で
地
域
座
談
会
を
開
い

て
、
地
域
で
困
っ
て
い
る
課
題

を
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
解
決

策
を
図
り
、
支
え
合
い
の
た
め

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
億
総
活
躍
社
会
の
実

現
に
は
、
老
若
男
女
問

わ
ず
、
家
庭
や
職
場
、
ま
た
地

域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
誰
も

が
活
躍
で
き
る
、
い
わ
ば
「
全

員
参
加
の
社
会
」
の
実
現
加
速

を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
、
地
域

力
向
上
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。 

町
長　

高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
生
き
が
い
づ
く
り

や
就
業
の
機
会
、
地
域
活
動
や

交
流
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
ま
た
豊
か
な
知
識
、

技
術
や
経
験
を
生
か
し
な
が
ら

「
地
域
社
会
を
支
え
る
担
い
手
」

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る「
地
域
支
え
あ
い

の
仕
組
み
」の
構
築
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
力
向
上
の
取
り
組
み
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
、
自
治
会

全員参加の町づくりは全員参加の町づくりは
構築を推進しています

片
松　

雅
弘

答

一般質問一般質問

問

お茶しませんか

町
道
だ
け
で
な
く
国
道

県
道
の
路
面
表
示
が
町

内
全
般
に
消
え
て
い
る
、
ま
た

は
消
え
か
け
て
い
る
所
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

笹
尾
東
入
り
口
か
ら
神
田
変

電
所
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

が
消
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神

田
変
電
所
前
と
第
二
中
学
校
周

辺
の
横
断
歩
道
は
、
ほ
と
ん
ど

消
え
て
い
ま
す
。
交
差
点
の
停

止
線
も
消
え
て
認
識
で
き
な
い

所
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

特
に
交
通
量
の
多
い
交
差
点

付
近
の
路
面
表
示
が
消
え
て
い

ま
す
。
事
故
が
起
き
る
前
に
、

町
民
の
命
と
財
産
を
守
り
、
安

全
安
心
の
た
め
、
速
や
か
に
対

処
で
き
ま
せ
ん
か
。 

建
設
部
長　

町
が
管
理

す
る
道
路
の
路
面
表
示

の
状
況
は
、
日
常
の
道
路
点
検

な
ど
で
確
認
し
把
握
し
て
い
ま

す
。
利
用
状
況
に
よ
っ
て
優
先

箇
所
を
決
め
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
横
断
歩
道
や
停
止

線
な
ど
交
通
規
制
を
伴
う
路
面

表
示
は
、
所
轄
警
察
で
の
対
応

と
な
り
ま
す
の
で
、
い
な
べ
警

察
署
へ
再
度
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。 

問

答

交
通
安
全
対
策
は

10



三重県東員町議会だより　133 号　　平成 29 年 10 月 20 日発行

東
員
町
の
未
来
へ
と
つ

な
ぐ
都
市
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
東
員
駅
周
辺
に
第
一
中
学
校

を
移
転
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

②
文
化
セ
ン
タ
ー
東
側
に
建
設

さ
れ
る
一
般
県
道
桑
名
東
員
線

の
進
捗
状
況
と
、
地
区
お
よ
び

関
係
者
説
明
会
の
開
催
予
定
は

あ
り
ま
す
か
。

町
長　

①
建
築
後
50
年

が
経
過
し
て
お
り
、
学

校
施
設
整
備
計
画
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
移
転
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

建
設
部
長　

②
都
市
計
画
道
路

と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
員
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
る
た

町
長　

①
輻
射
熱
を
利

用
す
る
方
法
で
、
音
や

送
風
が
な
く
、
部
屋
の
中
で
は

温
度
が
均
一
に
保
た
れ
、
理
想

の
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
る
た

め
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

②
消
費
電
力
は
、
通
常
の
エ
ア

コ
ン
の
３
割
か
ら
半
分
程
度
と

の
実
績
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
の
保
守
点
検
も
必
要

が
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
軽
減
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

③
設
置
す
る
機
器
は
、
事
業
者

よ
り
無
償
提
供
し
て
も
ら
い
、

電
源
な
ど
の
施
工
費
用
は
、
今

年
度
12
月
の
補
正
予
算
に
計
上

す
る
予
定
で
す
。

め
に
、
役
場
庁
舎
東
側
の
南
北

に
通
過
す
る
路
線
を
見
直
し
、

県
が
詳
細
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
中
に
は
地
権
者
へ
の

事
業
説
明
、
境
界
立
ち
合
い
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

光
冷
暖
シ
ス
テ
ム
と
は

光
冷
暖
シ
ス
テ
ム
と
は

　

輻
射
熱
を
利
用
す
る
方
法
で
す

南
部　

豊

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
療

育
室
に
導
入
予
定
の
光

冷
暖
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
導
入
し
よ
う
と
す
る
要
因
は
。

②
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
管

理
経
費
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
初
期
費
用
は
い
く
ら
で
す
か
。

④
人
体
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答

問

一般質問一般質問

建築後 50年の第一中学校

町
の
将
来
展
望
は

問答

11

ふ
く
し
ゃ
ね
つ

④
遠
赤
外
線
を
利
用
し
た
治
療

器
具
に
も
あ
る
よ
う
に
、
健
康

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
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生
活
部
長　

県
と
市
町

で
構
成
す
る
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
改
革
検
討
委
員
会

で
、
県
と
し
て
の
窓
口
無
料
化

の
考
え
方
を
、
本
年
度
内
に
一

定
の
結
論
が
示
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
や
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
に
も
、
導

入
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
全
市
町
が
一
斉
に

実
施
で
き
る
制
度
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

は
、
桑
員
地
区
の
医
師
会
と
協

議
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。  

来
年
４
月
か
ら
、
国
民

健
康
保
険
の
財
政
運
営

が
県
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
に
は
保
険
料
の
仮
算
定

が
行
わ
れ
、
一
人
当
た
り
平
均

６
・
６
％
の
保
険
料
値
上
げ
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
公
表

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
最
終
決

定
す
る
前
に
被
保
険
者
へ
の
十

子
ど
も
の
医
療
費「
窓

口
無
料
」は
全
国
38
都

府
県
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
窓
口
無
料
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
に
国
が
補
助
金

減
額
を
科
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、来
年
度
か
ら
、未
就
学
児

童
部
分
の
補
助
金
減
額
は
行
わ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
が
問
題
と
さ

れ
経
済
格
差
が
進
む
中
で
、
急

病
の
と
き
、
手
持
ち
の
お
金
が

な
く
て
も
医
者
に
か
か
れ
る
と

い
う
「
窓
口
無
料
」
は
切
実
で

す
。

　

県
内
で
は
鈴
鹿
市
で
始
ま
り
、

来
年
度
は
四
日
市
市
、伊
賀
市
、

名
張
市
な
ど
で
も
実
施
を
決
め

て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
を
応
援
す
る
政
策

の
一
つ
と
し
て
実
施
す
べ
き
で

す
。
ま
た
、
桑
員
地
区
の
医
師

会
と
の
話
し
合
い
は
さ
れ
ま
し

た
か
。 

子ども医療費窓口無料化を子ども医療費窓口無料化を
必要性は感じています

問

国保のチラシご覧になりましたか

答

大
崎
潤
子

一般質問一般質問

問

分
な
説
明
が
必
要
で
す
。
７
月

に
国
保
制
度
を
変
更
す
る
と
の

チ
ラ
シ
が
郵
送
さ
れ
ま
し
た
が

説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

わ
ず
か
な
期
間
で
枠
組
み
を

変
更
し
、
そ
の
翌
年
か
ら
実
施

す
る
進
め
方
は
乱
暴
で
す
。

し
っ
か
り
し
た
説
明
を
求
め
ま

す
。 

生
活
部
長　

加
入
者
に

負
担
増
が
見
込
ま
れ
る

市
町
は
、
保
険
料
の
激
変
緩
和

措
置
が
と
ら
れ
る
予
定
で
す
。

加
入
者
の
理
解
が
大
切
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、
丁
寧
な
説
明

と
広
報
な
ど
で
周
知
し
て
い
き

ま
す
。 答

住
民
へ
の
情
報
提
供
は 

12
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別
な
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

10
年
後
に
は
２
万
人
ま
で
減
少

す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
市
町
と
比
べ
て
団

塊
の
世
代
が
多
く
、
高
齢
化
に

伴
い
住
民
税
の
減
少
や
医
療
な

ど
の
社
会
保
障
関
係
費
が
大
幅

に
増
加
し
、
財
政
状
況
は
年
々

厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
５
次
東
員
町
総
合
計
画
で

は
、多
様
な
地
域
・
世
代
間
の
交

流
が
あ
り
、身
近
な
自
然
、交
通

や
公
共
公
益
施
設
の
利
便
性
な

ど
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ

た
誰
も
が
住
み
よ
い
定
住
の
場

づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
目
標
こ
そ
が
急
務
な
課

題
で
あ
り
、
町
の
貴
重
な
土
地

を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
現
在
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
を

進
め
、
町
の
形
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
既
存
集
落
の
活
力

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
人

口
を
増
や
す
た
め
の
住
宅
開
発

な
ど
を
進
め
、
新
た
な
交
流
拠

に
は
打
ち
続
く
自
然
災
害
へ
の

対
応
と
備
え
な
ど
、
ま
さ
に
国

難
と
い
う
べ
き
と
き
で
す
。

　

国
の
縮
図
と
も
い
え
る
地
方

自
治
体
、
中
で
も
東
員
町
は
将

来
に
わ
た
り
安
泰
に
推
移
す
る

保
障
は
あ
り
得
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
定
に
あ
た
り
、
町

長
は
い
か
な
る
決
意
と
信
念
を

も
っ
て
、
こ
の
町
の
将
来
図
を

描
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。  

町
長　

高
齢
化
や
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
経
済
活
動
を
含
め
た
社

会
構
造
に
重
大
な
影
響
が
出
て

き
て
い
ま
す
。

　

町
の
人
口
は
、
こ
の
ま
ま
特

問
こ
の
国
の
社
会
は
、
激

動
す
る
世
界
情
勢
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
変

な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、

国
の
基
本
理
念
で
あ
る
憲
法
改

正
の
重
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

国
家
国
民
の
存
亡
を
か
け
た
安

全
保
障
体
制
の
構
築
を
始
め
、

１
千
兆
円
を
超
え
る
国
家
財
政

赤
字
や
年
金
、格
差
問
題
、さ
ら

答

まちの将来図は

東
員
町
の
将
来
図
は

東
員
町
の
将
来
図
は

誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
す

山
本
陽
一
郎

一般質問一般質問

点
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

現
在
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
最
終
修
正
に
入
っ

て
い
ま
す
。
９
月
末
に
は
決
定

し
、公
表
と
考
え
て
い
ま
す
。 

13
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が
ん
は
国
民
の
二
人
に

一
人
が
病
気
に
な
る
国

民
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が

ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学

び
、命
の
大
切
さ
を
考
え
る「
が

ん
教
育
」の
実
施
へ
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
女
性
特
有
の
が
ん
の

中
で
子
宮
頸け

い

が
ん
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
原
因
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検

査
は
細
胞
中
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
存
在

を
直
接
調
べ
、
前
が
ん
病
変
の

発
見
精
度
が
高
い
と
い
わ
れ
て

お
り
、
将
来
の
発
症
リ
ス
ク
を

予
測
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

導
入
へ
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。 

教
育
長　

小
学
校
で
は

６
年
生
の
保
健
の
時
間

で
、
中
学
校
で
は
２
年
生
の
保

健
体
育
の
時
間
で
生
活
習
慣
病

の
一
つ
と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

早
期
発
見
に
よ
る
治
療
で
命
が

救
わ
れ
る
こ
と
や
健
康
診
断
の

重
要
性
を
授
業
で
扱
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
教
育
推
進
の
た
め
、

教
材
の
紹
介
や
研
修
会
の
周
知

な
ど
、
健
康
教
育
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

答 問

非常食は栄養バランスも考えて用意

がん予防はがん予防は
　適正に実施していきます

川
瀬
孝
代

一般質問一般質問

　

福
祉
部
長　

町
の
子
宮
頸
が

ん
検
査
は
、
国
の
が
ん
検
診
の

指
針
に
基
づ
き
、
細
胞
診
に
よ

る
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、
死
亡
率
や
浸し

ん

潤じ
ゅ
んが
ん
罹り

か
ん患
率
減
少
効
果
の
有

無
を
判
断
す
る
証
拠
は
不
十
分

と
さ
れ
、 

推
奨
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
精
度
や
有
効
性
の

検
討
が
行
わ
れ
、
研
究
成
果
か

ら
推
奨
さ
れ
た
ら
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
適
正
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。  

災
害
対
策
は

避
難
所
へ
の
避
難
準
備

は
必
要
で
す
が
、
在
宅

避
難
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。 

被
災
後
も
自
宅
で
暮
ら
せ
る
備

え
や
具
体
的
に
対
応
す
る
た
め

の
知
識
・
心
構
え
を
日
ご
ろ
か

ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

女
性
の
視
点
か
ら
災
害
に
備

え
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

問

よ
る
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
実

施
し
て
は
ど
う
で
す
か
。 

町
長　

町
で
は
家
具
の

転
倒
防
止
対
策
に
重
点

を
置
き
、
命
を
守
る
対
策
を
周

知
し
て
い
ま
す
。
在
宅
避
難
の

場
合
は
、
備
蓄
食
料
品
な
ど
の

管
理
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
え

な
い
と
き
の
調
理
方
法
な
ど
、災

害
へ
の
備
え
と
し
て
知
識
が
必

要
で
す
。

答

14

　

女
性
目
線
で
の
対
策
は
重
要

な
視
点
で
す
。
講
演
会
な
ど
の

開
催
は「
女
性
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
」育
成
の
た
め
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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の
２
回
、
地
区
全
域
を
総
出
で

草
刈
り
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
数
、
面
積
を
考
慮

し
て
、
地
域
間
公
平
に
改
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。 

ネ
オ
ポ
リ
ス
地
区
内
の

高
圧
線
下
な
ど
、
草
刈

り
作
業
の
大
半
は
業
者
委
託

で
す
。
面
積
は
在
来
地
区
の

約
７
分
の
１
の
９
万
㎡
で
、
約

２
千
万
円
の
契
約
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
作
業
方
法
、
歴
史

的
背
景
の
相
違
も
あ
り
、
在
来

地
区
も
同
様
な
契
約
と
は
考
え

ま
せ
ん
が
、在
来
地
区
の「
町
道

等
草
刈
業
務
委
託
契
約
」の
自

治
会
別
の
契
約
指
定
路
線
延
長

と
均
等
割
算
出
額
に
は
、
明
ら

か
に
不
公
平
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
各
自
治
会
で
は
春
・
秋

活
動
を
実
施
す
る
場
合
の
支
援

策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

在
来
地
区
と
契
約
し
て
い
る

「
町
道
等
草
刈
業
務
委
託
契
約
」

の
内
容
と
契
約
基
準
を
伺
い
ま

す
。  

建
設
部
長　

実
証
圃
は

６
月
か
ら
陸
上
競
技
場

北
側
の
町
道
で
実
施
し
て
お
り
、

順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
１
年
ほ
ど
か
け
て
、

作
業
軽
減
・
費
用
対
効
果
を
考

査
し
ま
す
。
自
治
会
な
ど
の
雑

草
軽
減
活
動
も
成
果
な
ど
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

在
来
12
自
治
会
と
の
「
委
託

契
約
」
は
、
必
要
性
が
高
い
主

要
な
町
道
、
河
川
堤
防
、
交
通

量
の
多
い
路
線
、
通
学
路
な
ど

交
通
安
全
や
防
犯
上
の
観
点
を

問 草
刈
り
委
託
契
約
の
見
直
し
は

草
刈
り
委
託
契
約
の
見
直
し
は

要
請
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す

水
谷
喜
和

一般質問一般質問

雑
草
軽
減
策
の
一
環
と

し
て「
雑
草
よ
り
強
い

雑
草
」と
い
わ
れ
る
セ
ン
チ
ピ

ー
ド
グ
ラ
ス「
テ
ィ
フ
ブ
レ
ア
」

の
実
証
圃ほ

に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
生
育
状
況
は
ど

う
で
す
か
。
町
と
し
て
継
続
的

に
実
施
し
ま
す
か
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
団
体
な
ど

が
、
町
有
地
の
雑
草
軽
減
対
策

地域で草刈り作業

答

問

答

考
慮
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
。

春
・
秋
の
年
２
回
の
草
刈
り
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
契
約
路
線

の
延
長
は
約
44
㎞
で
、
在
来
地

区
内
の
町
道
総
延
長
１
７
０
㎞

の
25
％
で
す
。
指
定
路
線
以
外

の
路
線
は
、
均
等
割
額
を
加
算

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
契
約

金
額
は
６
２
５
万
９
５
０
０
円

で
す
。  

再
質
問
（
一
問
一
答
）

15

町
長　

自
治
会
間
に
不

公
平
が
あ
る
な
ら
是
正

す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

建
設
部
長　

自
治
会
か
ら
要
請

が
あ
れ
ば
、
自
治
会
長
会
で
検

討
し
ま
す
。
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「
Ｏお

み

ご

と

う

い

ん

Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
健

康
活
躍
の
ま
ち
東
員
町
」の
特

設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
子
育

て
世
代
の
若
者
や
元
気
な
シ
ニ

ア
の
方
々
の
活
躍
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
健
康
と

活
躍
の
場
を
拡
大
し
、
町
の
魅

力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

う
に
し
ま
す
。

②
町
に
は
、
多
種
多
様
な
技
術

や
経
験
の
あ
る
高
齢
者
の
方
が

生
活
し
て
い
ま
す
。
町
内
企
業・

行
政
・
地
域
で
活
躍
し
て
い
た

だ
く
た
め
に「
シ
ニ
ア
専
門
人

材
バ
ン
ク
」の
立
ち
上
げ
に
向

け
、
関
連
す
る
各
課
で
情
報
共

有
と
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
人

材
を
募
り
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
ご
尽
力
い
た
だ
け
る
仕

組
み
づ
く
り
を
、
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
検
討
し

て
い
ま
す
。
行
政
と
町
民
が
役

割
分
担
を
し
て
、
個
人
の
力
を

地
域
づ
く
り
に
生
か
せ
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

建
設
部
参
事　
③
農
家
と
加
工・

販
売
事
業
者
が
協
力
し
て
取
り

組
め
る
組
織
づ
く
り
が
重
要
で

す
。

平
成
26
年
に「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
人
口
減
少
を
抑
制

し
、
人
と
仕
事
の
好
循
環
を
作

り
だ
す
取
り
組
み
の
効
果
検
証

を
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
目
標
で

あ
る「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
」に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
な
ど
の

就
業
率
向
上
は
ど
の
よ
う
に
し

ま
す
か
。

②
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
は
ど
の

よ
う
に
し
ま
す
か
。

③
「
地
産
地
消
、
特
産
品
の
開

発
」
の
組
織
づ
く
り
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

町
長　

①
若
者
や
女
性

の
雇
用
の
場
を
確
保
し
、

東
員
町
で
働
き
生
活
す
る
若
者

層
の
転
入
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

本
年
４
月
に
新
産
業
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

新
し
い
農
業
を
核
と
し
た
雇
用

の
創
出
や
稼
げ
る
農
業
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

若
者
、女
性
、高
齢
者
、障
が

い
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
働
く

場
所
、
住
み
た
い
町
に
な
る
よ

問

元気に活躍される皆さん

若者・女性・高齢者の就労は若者・女性・高齢者の就労は
雇用の場の確保を目指します

山
崎
ま
ゆ
み

一般質問一般質問

答

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」の
運
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

町
の
ま
ち

づ
く
り
を
魅
力
的
に
発

信
す
る
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

創
設
し
、そ
の
情
報
基
盤
を「
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

問答

とういんわくわくフェスタとういんわくわくフェスタ
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町
道
穴
太
弁
天
２
号
線

は
、
工
事
車
両
の
往
来

が
激
し
く
以
前
か
ら
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
設
置
、
横
断
歩
道
の
路

面
標
示
な
ど
の
解
決
が
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

歩
道
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
、

今
後
の
事
業
計
画
を
伺
い
ま
す
。

建
設
部
長　

高
速
バ
ス

や
大
型
車
両
の
通
行
も

多
く
、
歩
行
者
は
路
肩
を
通
行

し
危
険
な
道
路
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
現
在
、
東
員
病

院
バ
ス
停
か
ら
厳
島
神
社
ま
で

の
歩
道
未
整
備
区
間
約
２
９
０

ｍ
の
概
略
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
道
路
面
な
ど
の
補
修

は
、舗
装
の
損
傷
を
早
期
に
発
見

し
、簡
易
な
補
修
は
、そ
の
場
で

対
応
で
き
る
体
制
で
す
。
対
応

で
き
な
い
損
傷
箇
所
は
、事
業
者

に
依
頼
し
、補
修
し
て
い
ま
す
。

問 道
路
の
維
持
管
理
は

道
路
の
維
持
管
理
は

予
算
内
で
補
修
し
ま
す

大
谷
勝
治

一般質問一般質問

道
路
区
画
線
等
の
表
示

が
劣
化
、
摩
耗
し
て
い

る
県
道
や
町
道
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
横
断
歩
道
表
示
は
、確
認

が
で
き
な
い
箇
所
が
あ
り
、大
変

危
険
と
考
え
ま
す
が
、現
状
と
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、道
路
面
の
補
修
は
、ど

の
よ
う
な
対
応
を
実
施
し
て
い

ま
す
か
。

答

劣化している城山幹線

建
設
部
長　

町
が
管
理

す
る
道
路
の
路
面
表
示

は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で

確
認
し
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

路
面
表
示
の
維
持
管
理
は
幹

線
道
路
や
通
学
路
、
生
活
道
路

な
ど
の
利
用
状
況
に
よ
り
優
先

箇
所
を
決
め
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

路
面
表
示
に
は「
歩
行
者
注

意
」な
ど
の
町
が
施
工
で
き
る

も
の
と
、交
通
規
制
を
伴
う「
止

ま
れ
」「
横
断
歩
道
」な
ど
、警
察

が
対
応
す
る
路
面
表
示
が
あ
り

ま
す
。

　

交
通
規
制
を
伴
う
路
面
表
示

の
補
修
は
、
い
な
べ
警
察
署
へ

対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

再
度
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

答

歩
道
整
備
は

問

　

来
年
度
に
は
詳
細
設
計
、
用

地
買
収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
に
は
工
事
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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多
種
多
様
な
情
報
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
発
信

し
て
い
る
の
か
、
重
要
度
に
応

じ
て
違
う
の
か
を
伺
い
ま
す
。 

総
務
部
長　

広
報
紙
や

回
覧
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
防
災
行
政
無
線
、
行
政
情

報
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
が

あ
り
、
速
や
か
に
情
報
発
信
す

る
に
は
防
災
行
政
無
線
、
行
政

情
報
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問

早
く
伝
え
る
方
法
は

情報伝達の方法は情報伝達の方法は
広報紙や行政無線などです

近
藤
敏
彦

一般質問一般質問

答再
質
問
（
一
問
一
答
）

行
政
情
報
メ
ー
ル
の
登

録
は
何
件
で
す
か
。

総
務
部
長　

８
月
末
時

点
で
２
６
３
６
件
で
す
。

火
災
発
生
時
の
サ
イ
レ

ン
や
防
災
無
線
を
な
く

し
た
こ
と
に
対
し
て
、多
く
の
町

民
か
ら
不
満
の
声
を
聞
き
ま
す
。

必
要
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
を

復
活
さ
せ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 問答問

答
生
活
部
長　

今
ま
で
は

消
防
団
員
の
招
集
の
手

段
と
し
て
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
個
々
の

消
防
団
員
の
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
を
配
信
し
て
い
る
た
め
、
復

活
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

夏
休
み
の
プ
ー
ル
が
中

止
に
な
っ
た
際
に
、中
止

を
知
ら
せ
る
メ
ー
ル
が
、集
合
時

間
の
２
分
前
に
入
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、学
校
の
連

絡
網
は
十
分
に
機
能
し
て
い
ま

す
か
。 

教
育
長　
現
在
、マ
チ
コ

ミ
メ
ー
ル
で
連
絡
を
し

て
い
ま
す
が
、緊
急
性
の
高
い
も

の
や
通
学
路
が
長
距
離
の
生
徒

に
向
け
て
の
発
信
は
、早
く
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。  

問答

事
務
の
効
率
化
は

事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

書
類
の
様
式
は
統
一
化
さ
れ
て

い
ま
す
か
。  

総
務
部
長　

各
種
申
請

書
や
報
告
書
な
ど
、
様

式
の
統
一
化
や
変
更
な
ど
に
よ

り
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。 問答再

質
問
（
一
問
一
答
）

保
育
園
・
幼
稚
園
、
小

中
学
校
の
書
類
の
様
式

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

学
校
か
ら
県
へ
の
提

出
書
類
は
全
て
統
一
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
各
学
校
で
の

レ
ポ
ー
ト
や
学
校
だ
よ

り
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が

あ
り
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問答

問
事
務
量
の
軽
減
と
い
う

観
点
か
ら
、
任
意
の
書

類
の
様
式
を
統
一
し
て
は
ど
う

で
す
か
。 教

育
長　

な
か
な
か
難

し
い
で
す
が
、
簡
潔
に

文
章
を
ま
と
め
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
ま
す
。 

答

18



三重県東員町議会だより　133 号　　平成 29 年 10 月 20 日発行

建
設
部
長　

総
合
的
な

話
と
し
て
、
社
会
資
本

整
備
の
総
量
と
し
て
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
財
政
的
に
全
て
の

整
備
は
困
難
な
た
め
、
重
点
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

画
は
ど
う
で
す
か
。

建
設
部
長　

①
町
道
の

歩
道
整
備
は
、
新
規
の

設
置
の
み
で
な
く
、
既
設
歩
道

の
改
修
も
、
地
域
の
声
を
集
約

し
た
自
治
会
要
望
に
よ
る
事
業

化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
特
に

通
学
路
は
、
学
校
か
ら
の
要
望

で
危
険
箇
所
を
中
心
に
、
教
育

委
員
会
、い
な
べ
警
察
署
、桑
名

建
設
事
務
所
と「
東
員
町
通
学

路
安
全
推
進
会
議
」で
協
議
を

し
て
い
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
事
業
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
全
の
た
め
に
、
順
次
整

備
を
し
て
い
ま
す
。

②
笹
尾
地
内
の
幹
線
道
路
の
通

学
路
で
あ
る
歩
道
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
安
全
確
保
の
た
め
、

平
成
28
年
８
月
に
東
員

イ
ン
タ
ー
が
開
通
し
た

こ
と
で
、
普
段
利
用
の
少
な
い

道
路
の
交
通
量
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

歩
行
者
の
安
全
を
重
視
し
、

歩
道
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
歩
道
整
備
に
着
工
す
る
ま
で

の
手
順
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

②
歩
道
整
備
の
進
捗
お
よ
び
計

街
路
樹
を
撤
去
し
て
歩
道
の
有

効
幅ふ

く
い
ん員
を
確
保
す
る
工
事
を
計

画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
東
西
の
幹
線
を
施

工
中
で
す
が
、
今
後
は
残
り
の

南
北
の
幹
線
を
改
修
す
る
計
画

で
す
。

　

ま
た
、
穴
太
弁
天
山
２
号
線

は
、
一
部
歩
道
が
未
整
備
と
な

っ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
医
療

施
設
の
受
診
や
桑
名
市
の
商
業

施
設
へ
買
い
物
に
行
く
皆
さ
ん

の
安
全
確
保
の
た
め
、 

歩
道
整

備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問 歩
道
整
備
着
工
ま
で
の
手
順
は

歩
道
整
備
着
工
ま
で
の
手
順
は

自
治
会
要
望
に
て
検
討
し
ま
す

三
林　

浩

一般質問一般質問

答

歩行者にやさしい歩道整備を

歩
道
整
備
に
つ
い
て
自

治
会
な
ど
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
検
討
す
る
だ
け
で
は
、

現
状
を
見
て
も
、
決
し
て
整
備

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
せ

ん
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
人

数
を
増
や
し
、
積
極
的
に
取
り

組
む
中
で
、
優
先
順
位
を
つ
け

て
整
備
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

再
質
問
（
一
問
一
答
）

問

答
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委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト  

総
務
建
設
常
任
委
員
会　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

愛される議会だよりに愛される議会だよりに
　

１
日
目
は
寄
居
町
議
会
で「
議

会
広
報
の
編
集
作
業
」の
取
り

組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

寄
居
町
議
会
だ
よ
り
の
特
徴

は
、
働
く
人
や
頑
張
る
人
を
テ

ー
マ
に
、
多
く
の
町
民
の
声
や

顔
写
真
を
掲
載
し
、
町
民
と
の

関
わ
り
が
強
い
紙
面
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

記
事
の
内
容
を
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

詳
細
部
分
を
紹
介
す
る
工
夫
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
小
川
町
議
会
で
研

修
を
し
ま
し
た
。

　

小
川
町
議
会
の
広
報
発
行
特

別
委
員
会
は
、
紙
面
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
刷
新
し
、
議
会
の
堅

い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
改
革

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
民
参
加
型
の
コ
ー
ナ
ー
や

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
記
事
に
は
行
政
用
語

は
使
わ
ず
、
分
か
り
や
す
い
表

現
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

研
修
を
終
え
て
広
報
委
員

会
で
は
、
読
み
や
す
い
文
字
の

採
用
と
、
皆
さ
ん
の
声
を
記
事

に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

次
号
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。  

埼玉県埼玉県寄寄
よりいまちよりいまち

居町居町・・小小
おがわまちおがわまち

川町川町議会議会
研修日　７月19・20日研修日　７月19・20日
議会広報常任委員会

島根県島根県雲雲
う ん な んう ん な ん

南南市市
研修日　７月６日研修日　７月６日
総務建設常任委員会

地域でできることは地域で地域でできることは地域で

20

　

雲
南
市
の
「
小
規
模
多
機
能

自
治
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
を
研
修
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影

響
は
、
税
収
入
が
減
り
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
行
政
が
担
う
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
絆
が
弱
く
な
り
、
自
治
会
だ

け
で
は
、
地
域
の
共
同
作
業
や

行
事
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と

い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

雲
南
市
で
は
、
自
治
会
と
は

別
に
お
お
む
ね
小
学
校
区
単
位

で
計
30
の
地
域
自
主
組
織
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。
自
治
会
は
、

地
域
の
祭
り
な
ど
の
慣
習
的
な

行
事
活
動
が
中
心
で
す
が
、
地

域
自
主
組
織
の
活
動
は
、
地
域

の
困
り
ご
と
な
ど
、
課
題
の
解

決
が
中
心
で
し
た
。

　

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域

で
担
い
、
地
域
と
行
政
が
共
通

の
認
識
を
持
ち
、
ま
ち
の
活
性

化
に
向
け
て
共
に
取
り
組
む
重

要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
総
括
で
は
、
東
員

町
で
も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
自
主
組
織
の
果
た

す
役
割
り
を
検
証
し
、
先
進
地

の
事
例
を
参
考
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 　
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あの質問はあの質問は
どうなったんや？どうなったんや？

　議員が、過去の本会議で
行った一般質問の中から、
その後どのように町政に反
映されたかを追跡し、皆さ
んにお知らせします。追跡追跡

Ｑ 　都市計画マスタープランの
「三和地区のまちづくりアン
ケート」は平成８年に行われた
古いアンケート結果です。三和
地区を対象に再度アンケートを
行っていただけませんか。
　　　（平成28年12月議会）

　アンケートは地元の声を反映
させる有効な手段ですので、前
向きに取り組んでいきます。

再度アンケート実施を

Ａ

こうなりました

　平成29年３月、三和地域を対象にアン
ケートが実施されました。

追
跡
シ
リ
ー
ズ
／
傍
聴
者
の
声

追
跡
シ
リ
ー
ズ
／
傍
聴
者
の
声
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傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

・
初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
て
、

自
分
が
い
か
に
行
政
に
つ
い
て

無
関
心
で
あ
る
か
、
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
東

員
町
の
行
く
末
に
つ
い
て
考
え

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
特
産
品
づ
く
り
、
大
変
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
い
ま
す
が
是

非
諦
め
ず
に
人
材
育
成
も
含
め

て
進
め
て
ほ
し
い
。

・
少
子
高
齢
化
の
中
で
地
域
密

接
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
は
大
切
で
あ
る
。
我
々
高

齢
者
は
社
会
貢
献
で
き
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
水
道
問
題
…
水
な
し
で
は
生

活
で
き
な
い
か
ら
料
金
改
定
は

仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
歩
道
整
備
に
つ
い
て
。
優
先

順
位
を
し
っ
か
り
つ
け
て
前
向

き
に
。

 ・
全
員
参
加
型
社
会
シ
ニ
ア
バ

ン
ク
等
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
人
材
バ
ン
ク
に
つ

い
て
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
駅
前
開
発
に
つ
い
て
は
、
と

て
も
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
積

極
的
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
関
係
部
内
の
ご
尽
力
を
お
願

い
し
た
い
。

・
全
体
的
に
質
問
者（
議
員
）の

質
問
内
容
が
分
か
り
づ
ら
い
。

も
っ
と
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
質

問
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
６
日
、
７
日
に
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
皆
さ
ん
が
９
月
定
例
会
の

一
般
質
問
を
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
一
部
を
掲
載
し

ま
す
）

　

ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



※この議会だよりは古紙配合率100％白色度80％の再生紙を使用しています。

次回の定例会は

平成29年12月1日に開会予定です。
傍聴、お待ちしています。

　議員の寄附は罰則をもって禁止されており、
議員に寄附を求めることも禁止されています。
　また、年賀状など（答礼のための自筆による
ものを除く）を出すことも禁止されています。

委 員 長／石垣智矢
副委員長／山崎まゆみ
委　　員／大谷勝治・片松雅弘
　　　　　三林　浩・大崎潤子

議会広報常任委員会

9
月
定
例
会
 1
3
3
号

平
成
2
9
年
1
0
月
2
0
日
発
行

発
行
／
東
員
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
T
E
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0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
1
3
　
FA
X〈
0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
5
3

三
重
県
員
弁
郡
東
員
町
大
字
山
田
1
6
0
0
番
地
　
E
-m
a
il：
g
ikai@

tow
n.toin.lg

.jp
　
http://w

w
w
.tow

n
.to
in.lg

.jp/

一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

　
問
題
の
答
え
は
す
べ
て
議
会
だ
よ
り

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
よ
く
読
ん
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
１　

9
月
定
例
会
の
会
期
は

9
月
1
日
か
ら
何
日
ま

で
で
し
ょ
う
。

問
２　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

の
研
修
先
は
何
県
何
市

で
し
ょ
う
。　
　
　

問
３　

三
和
メ
ジ
ャ
ー
ズ
が
出

場
し
た
全
国
大
会
の
名

称
は
何
で
し
ょ
う
。　

▼
応
募
方
法
／
官
製
は
が
き
に
答
え
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
ま
た
議
会
へ
の
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
緒

に
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
あ
て
先
／
〒
五
一
一‒

〇
二
九
五

　
東
員
町
山
田
一
六
〇
〇
番
地

　
東
員
町
議
会
事
務
局

▼
締
切
り
／
平
成
29
年
11
月
30
日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
15
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

議
会
ク
イ
ズ

※

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
に
は
、
当
選
者
の
発
表
、
賞
品
発
送

お
よ
び
読
者
の
声
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
行
政
側
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
内
容

に
応
じ
、
担
当
課
か
ら
報
告
ま
た
は
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。

まちの話題

こころ と 体を育てる（三和メジャーズ） 

表
紙
の
写
真　

秋
晴
れ
の
中
、
み
ん
な
で
競
い

合
っ
た
全
校
種
目
の
大
縄
跳
び
。（
第
一
中
学
校
）

　

三
重
県
内
16
ブ

ロ
ッ
ク
の
頂
点
に
立

ち
、
小
学
生
の
甲
子

園
で
あ
る
「
高
円
宮

賜
杯
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
大
会
」
に
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
三
和
メ
ジ
ャ
ー
ズ

は
６
年
生
を
中
心
に

14
人
で
活
動
し
、
中
に
は
女
子
団
員
も
い
ま
す
。

　
監
督
は
技
術
面

だ
け
で
な
く
、
礼

儀
作
法
、
あ
い
さ

つ
な
ど
を
大
切
に

し
た
指
導
を
し
て

い
ま
す
。

　
夢
見
る
小
さ
な

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

を
皆
さ
ん
応
援
し

て
く
だ
さ
い
。

三和小学校の伝統（鼓笛隊）三和小学校の伝統（鼓笛隊）


